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これからの学校生活に期待すること 

副校長 毛利亜紀 
 

新緑の香りを運ぶ爽やかな風と共に、校庭から運動会の練習を頑張っている様子が職員室にも聞こえ

てきます。「せーの」 や「いーち、にーい、さーん、しー、ごー、・・・」の掛け声や拍手などが心地

よく響いてきます。４年ぶりに保護者や地域の皆様にも見ていただける第６０回の運動会を、５月２０

日（土）開校記念日に実施する予定です。 

 

さて、新年度に新たな出会いをしてから１ヶ月が過ぎました。５月の連休も終わり、新型コロナウィル

ス感染症も５類感染症に移行しました。まだまだ完全に安心できる状況とは言いがたいですが、マスク

を外す生徒の姿も増えてきています。部活動や委員会活動など様々な活動を通して、少しずつ生徒同士

の絆も強まり、いよいよ本格的に学校生活が始まりました。今後、学校行事も忙しくなるので、気持ちを

切り替えて学習と行事の両立を図り、共に充実させてほしいと思います。そして、安心して活動できる温

かな人間関係が築かれていくことを願っております。 

 

 今回は、これからの学校生活に期待することとして、「凡事徹底（ぼんじてってい）」について触れ

たいと思います。「凡事徹底」とは、何でもないような当たり前のことをしっかりと行うということで

す。その積み重ねが大きな違いを生みだすという意味があります。私も生きていく上で、とても大切なこ

とと思っています。ある大手自動車用品メーカーの社長が日々実践していたのが 、この“凡事徹底”だ

そうです。朝起きたら布団をたたむ、靴をそろえる、家の前を掃くなどの日常のちょっとしたことをきち

んと行う。そして、会社のトイレ掃除などを４０年にわたってやり続けました。掃除ひとつにも心を込

め、人に喜ばれることを徹底したそうです。 

 

皆さんが普段している「挨拶」も、当たり前に自然に行うことに大きな価値があります。挨拶の語源は

「一挨一拶（いちあい いちさつ）」に由来した言葉で、「挨」は心を開いて近付く、「拶」も同様に、

迫る、近付くという意味があり、挨拶には「心を開いて相手に近付く」という意味があり茶道でも、「素

直に挨拶ができることは、人間社会の秩序の基である」との考えがあります。 

 

また、他にも「授業」や「行事」など学校生活を振り返る視点はいくつもありますが、ぜひ何気ない当

たり前のことにも意識を向けてほしいと思います。授業前は準備をして待つ、黒板をきれいにする、机を

そろえる、ごみを拾う、困っている人を手伝うなど、決して目立つことではないかもしれませんが、そう

したことに目を向けて、コツコツと取り組むことに実は大きな価値があるのです。目に見えないところ

や目立たないところを磨き上げることはとても大切なことです。自分のできることをコツコツと継続す

る、その積み重ねが大きな成果につながると思います。“何気ない当たり前のこと”をしっかりと行う

「凡事徹底」を意識してみましょう。 

 

最後になりますが、生徒の成長には、学校、御家庭、地域が愛情をもって協力し合い育てていくことが

重要です。気になることや心配なことは、いつでも誰でもかまいません。どうぞお気軽に御相談くださ

い。一緒に考え対応していきましょう。今年度も本校の教育活動への御理解、御協力を賜りますようお願

い申し上げます。 
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旧校舎・時計台 在りし日の運動会の様子・フォークダンス 校章 

○ どの部へ… 
本校には１６の部活動があります。部員たちが思

い思いの紹介方法で、自分たちの部活動をＰＲして
いました。 

（４月１３日（木）５，６校時 １年生 部活動オリエンテーション） 

 

 

 

 

 

 

 

○ チーム『国立二中』として…  
生徒総会はチーム 

『国立二中』をより 

良いものにしようと、 

すべての生徒が考え 

ていく機会として行 

っています。   

 

  

 

（５月１２日（金）６校時）生徒総会） 

                                                                  

 

 

 

 

 

 

○ ５月２０日（土）は運動会、そして開校記念日 

５月２０日は運動会、そして開校記念日です。今年度、国立第二中学校は創立６５周年を迎えます。本校は昭和
３３（1958）年⒋月１日、国立町立国立中学校分校として使用していた校地、校舎、生徒をそのまま引き継ぎ、国
立町立国立第二中学校として設置され⒋月７日に開校しました。開校記念式典を５月２０日に挙行し、同日を開校
記念日と定め、校章、校旗を制定しました。校歌は昭和３４（1959）年１１月１５日に校歌発表会を行い制定しま
した。校章は、文化の象徴であるペンと、強くやさしい鳩の羽を図案化したもので、真に平和を愛し、将来に飛躍
する国立第二中学校の姿をあらわしています。校歌の歌詞には～丘みはるかす 時計台～とあります。旧校舎に高
くそびえ立つ時計台は、本校の発展を永く見守ってきました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて、運動会まで秒読みとなりました。クラス旗の作成や放課後練習が 8 日から始まり、運動会実行委員会が中
心となって準備を進めてきました。令和２年度は中止、令和３年度は運動会当日（５月１８日）を非公開、５月１
４日の学年練習を学年別保護者参観、令和４年度は｢個人種目（６月３日・非公開）｣と｢団体種目（６月４日・学年
入れ替え制で保護者のみ公開）｣の２日間で行ってきました。通常通りでの開催は４年ぶりです。これまで新型コロ
ナウィルス感染症対策のため、声を出すことに制約がありましたが、声を出して競技・応援ができるようになった
ことから、今年のスローガンは「戮力協心～声でつながる仲間へのバトン～」です。是非とも成功させたいもので
す。 

 
○ 学校の主役は生徒 

1 年生のみならず、進級した２・３年生も新たな気持ちでより良い学校生活
が送れるようにするために、学校生活オリエンテーションを行いました。生徒
会役員の生徒がプレゼンテーションを行い、①授業について、②ルール・マナ
ーについて、③学校生活によくある場面について説明しました。 
最後のまとめでは、「学校の主役は生徒、二中みんなで共に学び、共に助け

合い、共に生きよう」と力強く伝えていました。                 
        （４月１３日（木）１校時 学校生活オリエンテーション） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 

 

５月の予定 
15㈪ 朝礼 安全指導 教育実習始  
   修学旅行保護者会 14:00～  
17㈬ 運動会予行 
18㈭ 尿検二次 ＳＣ相談日 
19㈮ 運動会前日準備 尿検二次 
20㈯ 開校記念日 運動会【弁当持参】 
   雨天の場合は 

月曜日の授業【弁当持参】 
運動会は２３日(火)に順延【弁当持参】 

22㈪ 振替休日 
23㈫ 運動会予備日【弁当持参】ＳＣ相談日 
24㈬ （１年）AM内科検診   ＳＣ相談日 
25㈭ （全）AM 歯科検診 

 

 

26㈮ 尿検二次 
29㈪ （３年）平和を大切にする心を育てる授業 
30㈫  (１年) PM心臓検診 中央委員会 
31㈬ （３年）AM内科検診 ＳＣ相談日 
 

６月の予定 
１㈭ ＳＣ相談日 
２㈮ （３年）修学旅行前日指導 教育実習終 
３㈯ （３年）修学旅行 
～5㈪  
６㈫ （３年）修学旅行代休 
７㈬ ＳＣ相談日 
８㈭ 避難訓練 ＳＣ相談日 
12㈪ 朝礼 安全指導 水泳指導始 尿検３次 

本校は不登校やいじめを解決するために、令和元年度から学校風土調査を行い、その結果を学級経営、学習指
導に活かしてきました。不登校やいじめは減少してきており、学校風土が良くなる＝温かい雰囲気の学校にな
るよう教職員、生徒が一体となって取り組んでいます。 

 


